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（１）むらづくりの背景・動機 

八幡浜市高野地地区は、市内中心部から車で約 20 分、標高 200～350m の山間

部に位置し、古くは富有柿や水稲が栽培され、現在は温州みかんを中心に、柿や梨

などの落葉果樹、中晩柑類の施設栽培も導入され、地域における果樹の周年出荷体

制が構築されている。高齢化は進展しているが、30 歳代以下の担い手が 10 名程度

確保されており、農業生産、地域活動にも参加するなど活気がある。 
平成 23 年には「四季百果 天空の里 高野地」をスローガンに地域住民等約 80

人による地域ワークショップを行い、①高野地みかん組合等による生産活動、②農

道、水路や林地等の集落維持活動、③春祭り、観月会等の行事を通して、将来の担

い手確保も考慮した活動に取り組んでいる。 
 
（２）むらづくりの内容 
① 生産面における取組 

「高野地みかん組合」は、地域の全農家の参加により共同で集出荷体制を構築

し、助け合いの精神で生産活動を行う任意の組合であり、栽培講習会、視察研修

等の出席率は８割を超え、新品種導入などにより産地の活性化を図っている。ま

た、高野地雇用促進協議会は、不足する収穫時の労働力確保のため旧小学校校舎

を短期アルバイトのシェアハウスとして整備した。アルバイト期間終了後には、

意向調査を実施し、改善点の明確化を図るとともに、今後もアルバイトに選ばれ

る産地づくりを目指して取り組んでいる。 
 
② 生活改善の取組 

    平成５年地元農家女性により「高野地フルーツ倶楽部」が結成され、「地域に

役立つグループ活動」を目標に、地域特産物の柑橘などを用いたマーマレード、

ジャム等の加工・販売に取り組むとともに、地元行事等に参加し、地域活動を盛

り上げている。また、令和元年５月に開催された「ダルメイン・世界マーマレー

ドアワード＆フェスティバル日本大会」では、同倶楽部が出展したマーマレード

が、プロの部金賞を受賞し、現在法人化に向けた取組みと加工場整備を進めてい

る。 
また、八幡神楽高野地神楽は、昭和の終わりに一度途絶えていたものを、平成

になり地元有志が復活させ、現在は 20～60 歳代の地域住民が保存・継承活動に

努めている。市内・外の神社、学校等などで年間 15 回程度神楽を奉納している。 
  


